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デーλۦಈܕ化ֶͰのͮ͘Γのイϊϕーγϣϯをʂ

研究内容
　Խֶ͓ΑͼԽֶֶʹؔΘΔ༧ଌͱઃܭʹؔ͢ΔॾΛɺέϞΠϯϑΥϚςΟΫε（Խֶใֶ）ΛثʹɺγϛϡϨʔγϣϯΛ
௨ͯ͠ղܾ͢ΔڀݚΛ行͍· ɻ͢έϞΠϯϑΥϚςΟΫεͱɺίϯϐϡʔλΛ利༻ͨ͠ใॲཧٕज़Λج൫ͱ͠ ɺͯԽֶʹؔ͢Δ༷ʑ
ͳͷղܾΛ͢ࢦൺֱత৽͍͠ڀݚ野Ͱɺ༷ʑͳ՝ʹରͯ͠実༻తͳՌΛ͍ͯ͛ڍ· ɻ͢ զʑਓྨΛऔΓڥ͘ר（Խֶ
γεςϜ）ͷྑͳվળͱ࠷దԽɺ一ͭ一ͭͷߏཁૉཁૉٕज़ͷ࠷దԽʹΑͬͯ 実ݱͰ͖Δ༁Ͱ͋Γ·ͤΜɻଟ ͷ͘場合ɺ
తͷ達ʹߏཁૉཁૉٕज़ؒͷτϨʔυΦϑͷ͕出ͯ͘ Δ͔ΒͰ ɻ͢͜ͷղܾɺ子ϨϕϧɺϚΫϩϨϕϧͷߏใɺ
ɾ౷合ͤ͞ɺ૯合తʹධՁ͢Δ͜ͱʹΑͬͯܞ࿈ʹ͍ޓใ͓Αͼ࣭ͷ安全ੑͳͲɺԽֶͷ༷ʑͳใ͓ΑͼπʔϧΛޚ੍ ͡Ίͯ
実͞ݱΕ· ɻ͢σʔλۦಈܕԽֶࣨڀݚͰ͜ͷΑ͏ͳࢹ͔Βɺ実ࣾձͷݙߩΛ೦಄ʹ৽ࡐنྉઃܭɾ子ઃ͓ܭΑͼԽֶ
ϓϥϯτͷࢹͱ੍ޚͳͲɺ·͞ʹίϯϐϡʔλʹΑͬͯ ͔͠औΓΊͳ͍৽ͳΞΠσΞͱڀݚՌΛੈͷ中ʹൃ৴͠ଓ͚͍͖ͯ· ɻ͢
ԽֶγεςϜઃدʹܭ༩͢Δ知తใج൫ͷߏஙʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢ԽֶใͱͷؔΘΓํ͕ɺԽֶڀݚͷελΠϧΛม͑ͭͭ͋
Γ· ɻ͢Խֶ野ʹ͓͚ΔϏοάσʔλͷऔΓΈ࢝·Γ·ͨ͠ɻσʔλۦಈܕԽֶࣨڀݚͦͷઌ಄ʹཱͭࣨڀݚͰ ɻ͢

研究設備
　一ਓ一のデスクトップ1CにՃ͑、深学習用の(1(16ࢉܭ機があり
ます。学生の皆さんが必要とするࢉܭ機環境などはे分にख当てする༧ఆ
です。

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
　έϞインフΥマティクス、化学工学関の知໊な論จࢽに���報を͑
る論จをࡌܝしています。また、企業との共同研究も大มにんで、先
的な課題を企業の方々とともに解決しています。科学技術ৼڵ機構（+ST）
の創造的戦略研究推進事業（C3EST）の新ن研究ྖҬ「科学的発見・社
会的課題解決にけた֤分野のϏッάデータのར活用推進のためのੈ࣍
Ξプリέーション技術の創ग़・高度化（)�� ʙ ��度）の研究課題として「ҩ
ༀ品創ༀから製造までのϏッάデータからの知識創ग़基盤の֬立」が真っ
先に࠾されました。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基礎的な機械学習の知識があり、およͼいくつかのプロάラミンάޠݴを͑ることが望ましいですが、必ਢではありません。有機
化学、創ༀ化学、材料化学、化学工学のいずれかの分野に関する知識があることが有ӹな研究につながります。
　研究室の指導方針
　データۦ動ܕ化学の研究を通して、実用的な課題へのデータ解ੳ、Ϟデリンά、そしてそれらを通した新ن材料設ܭなどを行い、デー
タۦ動ܕ化学の応用性を身をもって体験してもらう教ҭを実ࢪしたいと͑ߟています。オープンでੵۃ的な議論ができる研究室を目ࢦ
して行きたいと͑ߟています。

この研究で身につく能力
　化学のॾ問題をデータサイΤンスの視点で解決する実ફ的能力が身につきます。これにって化学データの解ੳ法、化学構造のίン
ϐϡータ上での取りѻいなど、新しい化学研究のための基礎およͼ応用力が身につきます。

修了生の活躍の場
　化学ܥ企業ではࠓまさにデータۦ動ܕ化学をఆணさせようとしています。したがって、社内でのデータۦ動ܕサイΤンスの中֩的な
ਓ材としてҐஔͮけられる活躍をするものとࢥいます。
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